
携
っ
て
こ
ら
れ
た
方
の
識
見
が
ひ
か
っ
て
お
り
、
豊

富
な
図
解
と
あ
わ
せ
て
、
一
々
教
示
さ
れ
る
と
こ
ろ

が
多
か
っ
た
。
ま
た
随
処
に
民
謡
、
文
芸
が
入
っ
て

い
る
の
も
、
筆
者
な
ら
で
は
の
博
引
で
、
楽
し
み
な

が
ら
読
ま
せ
て
頂
い
た
。

　
簡
単
な
紹
介
で
は
、
こ
の
労
作
に
対
し
て
申
訳
な

い
の
で
あ
る
が
、
藍
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
文
献
を

え
た
喜
び
を
伝
え
て
、
一
読
を
お
す
す
め
す
る
。
い

つ
も
な
が
ら
三
木
産
業
が
単
に
一
会
社
の
営
利
を
超

え
て
、
、
　
「
藍
」
産
業
全
体
に
つ
い
て
の
す
ぐ
れ
た
書

物
を
刊
行
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、
執
筆
に
当
ら
れ
た
後
藤
挺
一
通
が
老
来
ま

す
ま
す
御
壮
健
に
て
、
後
進
を
稗
益
さ
れ
ん
こ
と
を

期
待
し
て
や
ま
な
い
。
（
A
5
判
本
文
二
九
六
頁
　
付

録
統
計
一
八
八
頁
　
三
木
産
業
株
式
通
気
刊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
脇
田
　
修
）

沼
津
市
誌
編
纂
委
員
会
編

　
沼
津
市
誌
　
上
巻

　
広
重
の
「
東
海
道
五
十
三
次
続
絵
」
に
黄
昏
の
道

を
い
そ
ぐ
旅
人
の
姿
と
と
も
に
え
が
か
れ
た
沼
津
宿

は
、
今
日
岳
南
の
工
業
地
帯
の
中
心
と
し
て
将
来
を

期
待
さ
れ
る
近
代
的
都
市
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
。
そ

の
沼
津
市
が
、
昭
和
三
十
年
以
来
、
こ
の
地
の
出
身

蕎
で
あ
る
故
後
藤
守
一
博
士
（
明
大
教
授
）
と
掌
大

教
擾
内
藤
黒
氏
を
監
修
春
に
迎
え
、
地
元
の
研
究
者

に
よ
っ
て
、
六
年
余
の
才
月
を
か
け
て
全
三
巻
の
市

誌
が
完
成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
押
書
上
巻
は
、

「
霞
然
環
境
編
」
　
（
第
隔
章
　
地
形
・
地
質
、
第
二

章
　
生
物
）
と
「
歴
史
篇
扁
の
う
ち
の
「
総
説
扁
と

「
各
論
篇
」
の
う
ち
「
政
治
篇
」
が
収
め
ら
れ
て
い

る
が
、
本
巻
の
大
部
分
は
、
歴
史
的
記
述
が
中
心
で

あ
っ
て
、
い
わ
ば
〃
沼
津
市
史
”
と
も
い
う
べ
き
も

の
に
絹
当
す
る
。
以
下
、
歴
史
的
配
述
を
中
心
に
紹

介
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
「
総
説
」
は
、
本
書
の
中
心
的
部
分
を
な
す

「
各
論
篇
の
個
別
的
研
究
へ
の
導
入
」
と
い
う
役
割

を
も
た
せ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
所
感
沼
津
を
中
心
と

す
る
地
域
社
会
の
歴
史
的
発
展
を
あ
と
づ
け
る
こ
と

を
直
接
的
巨
標
に
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
爽
質
酌

に
は
概
説
の
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は

無
土
器
文
化
か
ら
、
先
史
・
古
代
：
甲
世
・
近
世
・

及
び
近
代
現
代
に
至
る
地
域
的
発
展
を
六
章
に
わ
た

っ
て
論
述
し
て
い
る
。
「
各
論
篇
」
第
一
篇
「
政
治
」

で
は
、
第
一
章
「
古
代
国
郡
の
変
遷
と
沼
津
地
方
」

以
下
、
　
「
岡
野
馬
牧
と
大
岡
庄
」
　
「
鎌
倉
幕
府
の
成

立
と
沼
津
」
　
「
封
建
制
度
の
発
展
」
　
「
戦
国
動
乱
と

三
枚
寸
時
」
「
徳
州
幕
府
の
成
立
と
代
官
支
配
」
「
水

野
氏
と
沼
津
卸
商
　
「
幕
末
維
新
期
の
沼
津
」
　
「
近
代

の
沼
津
…
町
と
甫
…
」
「
市
法
と
警
察
」
等
含
せ
て

十
章
の
假
別
的
研
究
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
近
代

社
会
に
つ
い
て
、
古
代
以
来
の
史
料
的
に
も
比
較
的

め
ぐ
ま
れ
、
且
重
要
な
時
点
の
諸
問
題
を
翠
雲
的
に

追
求
す
る
と
い
う
方
法
は
、
一
般
に
史
料
的
劇
約
の

多
い
地
方
史
の
記
述
の
あ
り
方
と
し
て
は
ユ
ニ
…
ク

な
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
特
に
戦
國
期
の
後
北

条
・
今
川
・
武
田
二
等
の
沼
津
を
中
心
と
す
る
駿

河
・
傍
豆
の
支
配
関
孫
の
究
明
は
、
学
界
に
も
多
大

の
貢
献
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
又
近
世
の
沼
津
藩

の
研
究
も
、
史
料
的
黙
約
を
受
け
な
が
ら
、
漸
史
料

の
発
掘
に
つ
と
め
ら
れ
、
旧
記
誌
の
段
階
を
大
き
く

発
展
せ
し
め
て
い
る
こ
と
も
特
筆
す
べ
ぎ
で
あ
ろ

㍉
）
。

　
近
代
以
後
の
翻
分
に
つ
い
て
は
、
個
鯛
研
究
に
分

散
化
さ
れ
、
総
説
の
部
分
が
あ
ま
り
に
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
お
し
ま
れ
る
。
　
（
近
代
に
つ
い
て

は
、
中
巻
以
下
の
教
育
・
社
会
・
藍
業
・
経
済
等
の

短
篇
参
照
）
　
た
し
か
に
、
今
日
の
段
階
で
は
「
近
代

に
属
す
る
一
つ
の
都
市
の
発
展
を
（
中
略
）
綜
合
的

に
理
解
す
る
こ
と
」
は
「
至
難
の
業
」
で
あ
る
に
し

て
も
、
そ
れ
を
敢
て
試
み
る
こ
と
は
決
し
て
「
市
民
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息四界学

の
意
志
と
期
待
を
裏
切
る
」
も
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
今
後
の
発
展
方
向
へ
の
問
題
提
趨
と
し
て
、
市
畏

の
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
又
総

説
と
各
論
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
総
説
を
各
論
へ
の

導
入
と
い
う
観
点
で
執
筆
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
沼

津
の
将
来
を
展
望
す
る
意
味
で
そ
の
発
展
の
あ
と
を

た
ど
る
と
い
う
観
点
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
か
か
る
立
場
に
立
っ
て
叙
述
す
る
こ
と
の

困
難
さ
を
十
分
承
知
の
上
で
か
く
い
う
の
は
、
断
謂

地
方
史
の
あ
り
方
が
、
市
罠
と
の
つ
な
が
り
の
上
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
も

深
刻
に
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
カ

ら
で
あ
る
。

　
以
上
墾
蜀
の
言
を
の
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、

か
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
書
の
価
値
は
い
さ
さ
か
も

そ
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
誌
の
編
纂
に
た

ず
さ
わ
れ
た
諸
氏
に
深
い
敬
慧
を
表
す
る
と
と
も

に
、
沼
津
市
の
発
展
を
祈
っ
て
紹
介
の
筆
を
お
ぎ
た

い
。
（
A
5
判
六
四
〇
頁
昭
和
三
＋
六
年
三
月

沼
津
市
憺
行
〈
全
三
巻
〉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
原
　
秀
三
郎
）

学
界
消
息

史
学
研
究
会
関
係

昭
和
三
六
年
度
史
学
研
究
会
大
会

　
一
一
月
一
日
（
水
）
、
一
一
月
二
日
（
木
）

　
　
第
一
日
見
学
会
は
、
予
定
通
り
天
理
図
需
館
．

　
　
岡
参
考
館
を
見
学
し
、
帰
途
奈
良
国
立
博
物
館

　
　
で
闘
催
中
の
正
倉
院
展
を
追
加
見
学
し
た
。
特

　
　
に
天
理
参
考
餓
は
、
講
師
梅
原
末
治
氏
の
懇
切

　
　
な
解
説
の
も
と
に
、
見
学
し
た
。

　
　
第
二
日
総
会
及
び
大
会
は
、
午
後
一
時
よ
り
京

　
　
都
大
学
楽
友
会
館
に
て
開
催
し
た
。
総
会
は
、

　
　
織
義
理
嘉
長
代
理
よ
り
、
会
計
・
会
務
の
報
告

　
　
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
昨
年
度
総
会
の
決
議
に
藤

　
　
つ
く
財
団
編
入
改
組
の
件
の
経
過
報
告
が
行
な

　
　
わ
れ
た
。
な
お
財
団
法
人
改
組
の
件
は
、
昭
和

　
　
三
五
年
＝
一
月
二
三
日
付
で
設
立
許
可
申
諮
…
を

　
　
文
部
省
に
提
出
し
、
現
在
審
夢
中
で
あ
る
。
公

　
　
開
講
演
は
、
早
稲
田
大
学
教
授
松
田
寿
男
氏
、

　
　
大
阪
甫
立
大
学
教
授
渡
辺
久
雄
氏
に
よ
り
、
次

　
　
の
演
題
で
行
な
わ
れ
た
。
，

　
古
代
日
本
の
水
銀
文
化
　
　
　
　
　
松
田
　
寿
男

　
　
i
中
国
水
銀
鉱
業
史
研
究
序
説
1
－
…

　
河
系
の
文
化
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
久
雄

　
　
－
一
わ
が
岡
古
代
に
お
け
る

　
　
　
　
土
地
開
拓
を
中
心
と
し
て
i

史
学
研
究
会
一
二
月
例
会

　
十
二
月
二
途
（
土
）
　
於
京
大
陳
列
館
第
二
教
室

　
和
泉
市
史
資
料
調
査
報
告
　
　
　
　
三
浦
　
圭
一

　
パ
リ
島
の
農
村
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）
　
石
川
　
栄
吉

国
史
関
係

読
史
会
秋
季
大
会

　
　
一
月
三
臼
（
祝
）
　
於
京
大
文
学
部
第
一
教
室

　
郡
司
子
弟
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
田
　
香
融

　
別
の
実
体
に
関
す
る
試
論
　
　
　
　
上
田
　
正
昭

　
近
世
後
期
の
地
主
経
済
　
　
　
　
　
宮
下
癸
智
子

幕
藩
体
県
史
研
究
の
課
題
　
　
　
　
藤
野

京
都
の
爾
学
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
肉
本

写
楽
と
北
斉
　
　
　
　
　
三
・
叩

国
粋
保
存
主
義
に
つ
い
て
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
本

仏
公
使
サ
ソ
ク
イ
ッ
チ
交
書
に
つ
い
て

式
口
註
釈
書
に
つ
い
て
　
　
　
　
池
内

鷺
本
文
化
に
お
け
る
伝
授
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
藤

越
前
地
方
の
古
文
書
　
　
　
　
　
　
小
葉
濁

彰四
英郎保

又
久

義沢
資周

　直
淳幹
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